
（４）現状の水害リスクや取組状況について
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昭和63年洪水
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留萌川の洪水発生状況

昭和50年8月洪水

昭和56年8月洪水※1

整備計画河道配分流量800m3/s

整備計画目標流量1,050m3/s

昭和63年8月洪水※1

出典：大和田観測所の観測値（国土交通省 水文水質データベースより）※１：氾濫戻し流量

大和田観測所 年最大流量グラフ

○昭和６３年８月洪水が留萌川における既往最大の洪水である。

流量(m3/s)

水害年月日 過去の水害
昭和30年7月2日～4日

（1955年）

低気圧による豪雨（大和田７/２～１２７．７㎜）で留萌川氾濫。留萌市家屋浸水９８６、農地被害４００

ha、道路欠壊３、橋流失５、国鉄留萌線・羽幌線不通

昭和30年8月17日～21日

（1955年）

集中豪雨（峠下８/１７～2日間で２０１．４㎜）で留萌川全域氾濫。

留萌市氾濫面積１，０１４ha、家屋全壊６、半壊１５、浸水３，１３５、農地被害１，８８２ha、道路欠壊３３、

橋流失１４、被害学１３９．４百万円

昭和50年8月22日～23日

（1975年）

台風６号による大雨（峠下８/２２～２日間１７１．１㎜）で、留萌川氾濫。留萌市家屋浸水４４、 農地被

害２１９ha、道路欠壊１、河川欠壊９、橋流失１、被害額２５８．０百万円

昭和50年9月7日～28日

（1975年）

低気圧による集中豪雨（大和田９/７～２日間９９．４㎜）で、留萌川氾濫。留萌市家屋浸水 ９１、農地

被害３５５ha、道路欠壊１、河川欠壊９、橋流失５、被害額１０１．７百万円

昭和56年8月3日～6日

（1981年）

前線による豪雨（タルマップ８/３～３日間２９３．０㎜）で、留萌川全域氾濫。 留萌市家屋浸水２２０、

半壊１、農地被害５０４ha、河川欠壊４４、道路欠壊５８、橋流失１０、被害額６４１．７百万円

昭和63年8月25日～26日

（1988年）

前線による豪雨（８/２５～峠下３７１㎜/２日、幌糠３５０㎜/２日）で留萌川全域で氾濫。 留萌河口観

測所では計画高水域を１．４０m上まわる６．００ｍ（８/２６ １０時）に達した。留萌市家屋浸水３，３７６、

農地被害６２３ha、道路欠壊７４、河川欠壊４６、橋流失１０、氾濫面積１，２９０ha
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昭和63年洪水の気象状況

昭和63年洪水時の天気図

昭和63年等雨量線図

○日本海に気圧の谷が進み、8月24日に停滞前線が発生した。この停滞前線に湿った空気が流れ込み、前線の活動が活発となっ
た。この停滞前線はゆっくり南東に移動し留萌地方に豪雨をもたらした。

○24日から降り始めた雨は記録的な豪雨となり、強い雨の区域は留萌地方特に東部に集中している
○峠下観測所での最大24時間降水量は360mmに達する異常に多いものとなった

幌糠水位雨量観測所
(観測雨量343mm/24h）

大和田水位雨量観測所※Ｓ63当時
(観測雨量279mm/24h）

峠下糠水位雨量観測所
(観測雨量360mm/24h）

留萌河口水位雨量観測所
(観測雨量79mm/24h）

留萌川流域の2日平均雨量は325 mm

各観測所の雨量は最大24時間雨量
雨量線図の雨量は総雨量
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昭和63年洪水の被害状況

：浸水区域

JR留萌駅

留萌市立病院

留萌市役所

留萌開発建設部

留萌振興局

○大和田地点での流量が既往最大の1,162m3/s（氾濫戻し 推定値）となる
○浸水面積1,290ha、浸水家屋3,376戸（全家屋の26％）、被災人口9,499人（全市の28％）の被害
○中流部の低平地の大部分が冠水するとともに、留萌市街地の約１／３が浸水し、留萌市の機能は完全に麻痺
○流域被害額は約97.0億円(昭和63年当時)
○市街地の最大浸水深は約1m

留萌川KP1.4付近～KP3.4付近（留萌高校付近）の状況 昭和63年洪水 留萌川市街部浸水区域図

昭和63年洪水 留萌川浸水区域図

- 5-



0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

10010

12

14

16

18

20

22

24

26

28

30

1
:0

0

5
:0

0

9
:0

0

1
3

:0
0

1
7

:0
0

2
1

:0
0

1
:0

0

5
:0

0

9
:0

0

1
3

:0
0

1
7

:0
0

2
1

:0
0

1
:0

0

5
:0

0

9
:0

0

幌糠地点水位(S63)
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峠下地点水位(S63)

昭和63年洪水の特徴

○急激な水位上昇を観測。
○市街地の広い範囲で浸水し、都市機能が麻痺。
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大和田地点水位(S63)

最大時間雨量64mm

最大時間雨量82mm

最大時間雨量38mm

欠測

欠測
欠測

水位(m) 雨量(mm)

幌糠雨量観測所ハイエトグラフ 大和田雨量観測所ハイエトグラフ
水位(m) 雨量(mm) 雨量(mm)水位(m)

峠下雨量観測所ハイエトグラフ

水防団待機水位(指定水位） L=16.30m

はん濫注意水位(警戒水位) L=17.20m

計画高水位 L=21.05m

水防団待機水位(指定水位） L=6.7m

はん濫注意水位(警戒水位) L=7.7m

計画高水位 L=10.44m

水防団待機水位(指定水位） L=27.40m

はん濫注意水位(警戒水位) L=28.40m

計画高水位 L 30.40m

■1時間で2.13mの
水位上昇

幌糠水位観測所ハイドログラフ 大和田水位観測所ハイドログラフ峠下水位観測所ハイドログラフ

※水位設定等は昭和63年当時の定めによる。

8/25 8/26 8/27 8/25 8/26 8/27 8/25 8/26 8/27

水防団待機水位→
はん濫注意水位 29分

水防団待機水位→
はん濫注意水位 41分

水防団待機水位→
はん濫注意水位 33分

360mm/24h 343mm/24h 279mm/24h
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昭和63年洪水の特徴

○きわめて速い水位上昇のため、水防活動や住民避難のための時間確保が難しい。

水防団待機水位
（指定水位）

発生時刻

はん濫注意水位
（警戒水位）

発生時刻

到達時間 計画高水位
発生時刻

峠下（KP24.6） 25日 21:01 25日 21:42 41分 25日 23:00

幌糠（KP18.0） 20:30 21:07 29分 26日 01:20

大和田（KP8.6） 21:09 21:42 33分 25日 23:30

留萌河口（KP3.0） 21:24 22:00 36分

■水防団待機水位（指定水位）からはん濫注意水位（警戒水位）まで約30～40分で到達。
■特に、幌糠水位観測所では21時から22時までの1時間で、2.13mの水位上昇が確認されている。
■山地に挟まれた地形であることから、各観測所で基準水位に達する時刻がほぼ同じタイミングとなった。

＜観測所別 危険水位発生時刻一覧＞

■平成27年度改訂後の水位設定とした場合の到達時間

＜幌糠水位観測所 水位到達時間＞

4観測所でほぼ同時
に基準水位に到達

上流の峠下観測所で
HWLを超過後、30分で
下流の大和田観測所も
HWLを超過

留萌川水位観測所位置図

◎
幌
糠
水
位
観
測
所

◎
大
和
田
水
位
観
測
所

（※

Ｓ
63
当
時
）

◎
峠
下
糠
水
位
観
測
所

◎
留
萌
河
口
水
位
観
測
所

5.6km 9.4km 6.6km

※水位設定等は昭和63年当時の定めによる。

※避難判断水位・はん濫危険水位の設定は幌糠水位観測所のみ

幌糠 水防団待機
水位

(17.00m)

はん濫注意
水位

(18.10m)

避難判断
水位

(18.30m)

はん濫危険
水位

(19.30m)

発生時刻 21:01 21:32 21:38 22:13

到達時間 水防団待機水位
から

はん濫注意水位

はん濫注意水位
から

避難判断水位

避難判断水位
から

はん濫危険水位

31分 6分 35分
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昭和63年洪水の特徴

○市街地の広い範囲で浸水し、都市機能が麻痺。

１／３が浸水した留萌市街地中心部

浸水した留萌市街中心部（留萌駅周辺）

浸水した留萌市街中心部 高砂町(高砂公園)
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昭和63年洪水の特徴

○市街地の広い範囲で浸水し、都市機能が麻痺。

留萌市街 明元町留萌市街 開運町

増水により流出した塩州橋

（KP7.9：大和田市街地付近）

急激な水位上昇 市街地で約1ｍ浸水

橋梁の流出により交通機能が麻痺
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昭和63年洪水を踏まえ ～ 計画の経緯

工事実施基本計画（昭和49年策定）
基本高水流量：基準地点大和田における基本高水のピーク流量を1,000m3/s
計画高水流量：留萌ダムにより200m3/sの調節を行って計画高水流量を800m3/s

図 計画高水流量配分図（昭和49年工事実施基本計画）

■昭和63年洪水以前の計画

工事実施基本計画（平成5年改定）
・昭和56年8月および昭和63年8月洪水の大洪水により流量改訂を実施。

基本高水流量：基準地点大和田における基本高水のピーク流量1,300m3/s
計画高水流量：流域内の洪水調節施設により500m3/sを調節し、同地点における計画高水流量を800m3/s

図 計画高水流量配分図（平成5年工事実施基本計画）

■昭和63年洪水以降の計画
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昭和63年洪水を踏まえ ～ 計画の経緯

河川整備基本方針（平成11年策定）
・工事実施基本計画を踏襲し下記流量を決定

基本高水流量：基準地点大和田におけるピーク流量1,300m3/s
計画高水流量：流域内の洪水調節施設により500m3/sを調節し、同地点における計画高水流量を800m3/s

河川整備計画（平成13年策定）
・河川整備基本方針の策定を受けた、河川整備の当面の目標（整備期間は概ね25年間）

整備計画目標流量：基準地点大和田における目標流量1,050m3/s
河道分担流量：流域内の洪水調節施設により250m3/sを調節し、同地点における河道分担流量を800m3/s

図 計画高水流量配分図（河川整備基本方針）

河川整備計画完了後でも、昭
和63年洪水規模の降雨が発生

した場合は、上中流部で浸水
が危惧される。

: 浸水区域
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現状の水害リスク
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現状の水害リスク ～ 昭和63年洪水後の主な整備

大和田遊水地

留萌ダム

東雲排水機場

東雲排水機場

○昭和63年洪水後は特に被害の大きかった下流市街部を中心に激甚災害対策特別緊急事業を実施（平成4年度完成）
○ダム下流域の洪水被害軽減のため、留萌ダムを建設（平成21年度完成）
○資産の集中する下流市街地の洪水被害を軽減するため、大和田遊水地を建設（平成21年度完成）
○留萌市街部の留萌川川北地区の内水被害を軽減するため、東雲排水機場を建設（平成13年度完成）
○資産の集中する下流市街地の洪水被害を軽減するため、河口部改修を実施中

激甚災害対策特別緊急事業

左岸導流堤

右岸導流堤

河道掘削（浚渫）

留萌川

KP
0
.
0

河口部改修(実施中)
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現状の水害リスク ～ 整備状況（激甚災害対策特別緊急事業）

高砂排水機場

○特に被害の大きかった下流市街部を中心としつつ、再発防止及び原型復旧工事だけにとどまらない環境に配慮し
た改修工事という方針で計画を立案。（昭和63年度～平成４年度）

河道掘削 高水護岸低水護岸

・河道掘削、低水護岸、根固工を全区間で実施する方針。

・堤防護岸では、従来の土を材料とした堤防にさらに土堤
表面に保護工を設置。。

・親しみある留萌川の空間創出を重視
①護岸工事での美観保持
②緑の芝、木々、カラフルな舗装路などを河岸の随所
に設置。

⇒リバープロムナードを目指す積極的な環境整備手法
が取り組まれた。
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現状の水害リスク ～ 整備状況（留萌ダム・大和田遊水地）

高砂排水機場

○留萌ダム及び大和田遊水地は平成21年度（平成22年3月）に完成している。

留萌ダム（事業年度：平成元年度～平成21年度)

〔施設概要〕

・留萌川水系チバベリ川に、建設されたロックフィルダム。

・目的は、洪水調節、流水の正常な機能の維持及び水道用

水の確保であり、洪水調節に関しては、留萌ダム地点の

計画高水流量430m3/secのうち400m3/secの調節を行う。

・また、総貯水容量 2,330万ｍ3のうち、洪水調節容量は
1,100万ｍ3。

0 2km1

大和田遊水地（事業年度：平成14年度～平成21年度)

〔施設概要〕

・洪水時に浸水している田畑周辺部を土堤で囲み建設。

・遊水地面積約38ha、有効貯水容量約50万ｍ3。

・留萌ダムとともに大和田地点における整備計画目標流量

1,050m3/secを800m3/secに調節。

越流堤

排水門

囲にょう堤

周囲堤

留萌ダム

留萌ダム斜め写真
大和田遊水地全体写真留萌ダム平面図

留萌市街地
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現状の水害リスク ～ 整備状況（留萌ダムの洪水調節効果）
○留萌ダムは平成22年度の供用から、計７回の洪水調節を実施。
○うち、平成25年9月洪水（前線通過に伴う降雨）では、留萌ダムは約１７０万ｍ3の洪水を貯留した。この洪水調節によって、幌糠水位観測所におい
て約２ｍの水位低下効果があったものと推定される。仮に、ダムがなかった場合、はん濫危険水位まであと５㎝に迫る水位に達したと推定される。

位置図

12

14

16

18

20

22

24

避難判断水位 EL=18.50m

約２mの水位低減

水防団待機水位 EL=17.00m

はん濫危険水位 EL=19.50m

実績水位：17.74ｍ

ダムがなかった場合の
想定水位：19.45ｍ

はん濫注意水位以下に低下！！

水位（m）

はん濫注意水位 EL=18.10m

留萌川の水位の状況

留萌ダムによる洪水調節

留萌
川

留萌ダム

幌糠水位
観測所

チバベリ川

N

留萌川

チバベリ川
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ダムに流れ込む水を貯め、
急激な川の増水を抑えました。

貯水位（貯水位（mm））

流入量（流入量（m3/sm3/s））

放流量（放流量（m3/sm3/s））
常時満水位
40.85m

9月5日0時50分
ダムへ流れ込んできた最大流量

約140m3/s

下流の増水をピーク時で約
140m3/s抑えました。

ダムに貯めた水量
約170万m3
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9/4 0:00～9/5 6:00
流域総雨量117mm（ダム流域平均）

流量(m3/s)

時間雨量(mm) 累計雨量(mm)

ダム貯水位(m)9月4日 9月5日

留萌ダム貯水位

時間雨量
累計雨量

時刻
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現状の水害リスク ～ 堤防整備状況

完成堤防
暫定堤防

○優先的に整備が必要な区間（洪水を安全に流すためのハード対策による対応）、氾濫リスクが高いが当面
堤防整備等ができない区間（危機管理型ハード対策による対応）が存在。

平成27年3月現在
留萌川堤防整備状況図
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現状の水害リスク ～ 重要水防箇所

堤防高（流下能力） Ａランク： 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位が、堤防の高さや河道の流下能力が不足し、堤防の堤防高を越える箇所。
Ｂランク： 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位と現況の堤防高の差が、計画断面堤防として必要な余裕高に満たない箇所。

堤防断面 Ａランク： 計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天端幅が半分に満たない箇所。
Ｂランク： 計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天端幅が不足しているが、半分以上はある箇所。

法崩れ・すべり、漏水
Ａランク： 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があり、その対策が未施工の箇所。
Ｂランク： 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があるが、その対策が暫定施工の箇所。また、すべり破壊に対する安全度が基準値以下の箇所

や、基礎地盤及び堤体の土質等からみて漏水が発生する恐れのある箇所で、所要の対策が未施工の箇所。
※この他、水衝部や洗掘箇所、工作物等設置箇所においても評定基準を定めている。

また、新しく堤防を造った箇所や破堤跡、旧川跡については、注意を要する箇所、または、履歴を残すため「要注意」として整理。

○現在の堤防の高さや幅、過去の漏水などの実績などから、危険箇所を早期に発見するために、あらかじめ
水防上特に注意を要する区間を定め、重要度に応じて重要水防箇所として指定している。

重要度Ａ…水防上もっとも重要な区間
重要度Ｂ…水防上重要な区間

留萌川重要水防箇所図
(平成27年3月現在)
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現状の水害リスク ～ 浸水想定区域図

○留萌開発建設部は、洪水防御に関する計画の基本となる降雨により留萌川が氾濫した場合に浸水が想定される区域及び浸水

した場合に想定される水深について、平成24年 8月に公表している。

この浸水想定区域等は、指定時点の留萌川の河道の整備状
況で、洪水防御に関する計画の基本となる降雨である概ね
100年に1回程度起こる大雨が降ったことにより、留萌川がは
ん濫した場合に想定される浸水の状況を、シミュレーション
により求めたものです。

■留萌川水系留萌川浸水想定区域図（留萌開発建設部ホームページより） http://www.rm.hkd.mlit.go.jp/kasen/bosai/rumoi.html

浸水想定区域図：平成24年8月現在
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＜避難行動要配慮者利用施設が点在＞
○ 病院：入院施設有 2箇所
○ 介護施設 4箇所

現状の水害リスク ～ 浸水想定区域図（避難行動要配慮者利用施設）

○計画規模の浸水想定区域内に、市街地の中心部の多くが含まれるほか、
公共施設や避難行動要配慮者利用施設が点在する。

浸水想定区域図：平成24年8月現在
要配慮者施設 ：平成27年4月現在

留萌川浸水想定区域図
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現状の減災に係る取組状況
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〇留萌川では、避難勧告の発令の目安となる氾濫危険情報の発表等の洪水予報を実施している。
〇氾濫危険水位は、氾濫がはじまる水位を基準水位観測所の水位に換算し、避難に必要な時間を考慮して設定している。
〇洪水予報等の防災情報の持つ意味や防災情報を受けた場合の対応について共有しておく必要がある。

■留萌川洪水予報区間

幌
糠
水
位
観
測
所
◎

■留萌川洪水予報実施区域

観測所名 水防団
待機水位

はん濫
注意水位

避難
判断水位

氾濫
危険水位

計画高水位
（HWL）

幌糠 17.00 18.10 18.30 19.30 20.90

■避難に関する基準水位

■留萌川水位基準表（幌糠基準観測所）

避難に関する情報伝達 ～ 洪水時における情報提供等の内容及びタイミング

基準観測所の受け持ち区間
の出水特性（水位上昇量）や
沿川住民の避難に要する時間
（リードタイム）を踏まえて
設定。

※避難に要する時間（リードタイ
ム）は自治体からのヒアリング
による。

【氾濫危険水位】
・市町村長の避難勧告等の発令判断の目安
・住民の避難判断の参考になる水位

【避難判断水位】
・市町村長の避難準備情報等の発令判断の目安
・住民の氾濫に関する情報への注意喚起

【氾濫注意水位】
・水防団の出動の目安

【水防団待機水位】
・水防団が出動のために待機する水位

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

避難完了

避難勧告等の発令

避難準備情報の発令

リードタイム(避難時間等)
HWL

【改定 H27.4以降】

水防団待機水位
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住民等への周知・教育・訓練 ～ 浸水想定区域図の公表

＜浸水想定区域の指定＞
 浸水が想定される区域及びその水深

⇒官報等により公表
⇒関係市町村に知

○水防法第14条に基づき、洪水予報河川、水位周知河川について、当該河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域を浸水想定区
域として指定。指定した際は、指定の区域及び浸水した場合に想定される水深を公表するとともに、関係市町村の長に通知。

○留萌川においては、平成24年 8月に留萌開発建設部が公表し、留萌市長へ通知。

浸水想定区域図：平成24年8月現在

留萌川浸水想定区域図
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住民等への周知・教育・訓練 ～ 留萌市 ～

○留萌市は浸水想定区域図に基づき、平成25年2月に洪水ハザードマップを作成・周知、まるごとまちごとハザードマップを
設置。

洪水ハザードマップ

まるごとまちごとハザードマップ

想定浸水深表示状況

平成25年2月現在
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住民等への周知・教育・訓練 ～ 住民等への情報伝達の体制や方法

〇留萌開発建設部は、河川水位、洪水予報、ライブ映像等の情報をホームページやテレビを通じて伝達している。
○情報の入手しやすさや切迫感の伝わりやすさを向上させる必要がある。

画面はサンプルです

ＮＨＫ札幌放送局 提供デジタル放送のデータ放送
で河川水位を確認できる

洪水予報や水防警報などの
情報を入手できる

PC・スマホでライブ映像が確認できる

リアルタイムで川の水位情
報を確認できる。

国土交通省北海道開発局河川リアルタイム情報

NHKデータ放送画面

国土交通省 川の防災情報
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水防活動の効率化及び水防体制の強化 ～ 河川の巡視

■留萌川水防警報区間
および巡視区間

■留萌川水防警報区域

〇平常時の巡視のほか、出水時には、水防団等と河川管理者がそれぞれ河川巡視を実施している。
〇堤防決壊の恐れのある箇所で土のう積み等の水防活動が的確に行われるよう、水防団等と河川管理者で、

河川巡視で得られた堤防や河川水位の状況等の情報の共有等をさらに進める必要がある。

■留萌川巡視区域

出水時においては、氾濫注意水位を超えた
時点から河川巡視を開始し、洪水時の河川
状況を把握している。

幌
糠
水
位
観
測
所
◎

◎
峠
下
水
位
観
測
所

平常時の河川巡視
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留萌開発事務所

東雲水防拠点

高砂排水機場
湛水面積2.32km2
排水量 4m3/s

東雲排水機場
湛水面積3.84km2
排水量4m3/s

水防活動の効率化及び水防体制の強化 ～排水機場、排水ポンプパッケージ、資機材の配備状況

区 分

備蓄倉庫等名（住所）

水 防 用 資 材 水 防 用 器 材

麻
袋
・
土
の
う
袋
類

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

・

布
シ
ー
ト
（
蓆
）

木
杭
・
鉄
杭

予
備
土

ト
ン
パ
ッ
ク

掛
矢

ツ
ル
ハ
シ

ス
コ
ッ
プ

鎌

ハ
ン
マ
ー

一
輪
車

袋 枚 本 ㎥ 袋 丁 丁 丁 丁 丁 台

【留萌開発建設部】

留萌開発事務所 堀川町２丁目78 300 78 894 171 6 4 6 3 1 2

東雲水防拠点 東雲町１丁目134-2 7,200 100 800 150

【留萌振興局】

防災資材備蓄センター 住之江町2丁目1番地2 6,500 15 37 30 100 56 11 5

○留萌川において、内水排除のための排水機場を２箇所整備しているほか、排水ポンプパッケージを配備している。
○排水機場や排水ポンプパッケージ等の災害対策機器は平常時から定期的な保守点検を行うとともに、機械訓練を実施し、常

時、災害発生による出動体制を確保している。
○水防資機材は、事務所・水防拠点等に保有しており、非常時においては水防団体等への貸し出しが可能である。

防災資材備蓄センター

排水機場
備蓄倉庫・水防拠点

■ 排水機場湛水範囲

水防備蓄資材保有状況

排水機場、排水ポンプパッケージ、資機材の配置状況図

排水ポンプパッケージ

- 27-



【排水ポンプパッケージ】
■ 特徴・性能
・豪雨等による洪水時において、住民の安全や生活を確保するため、堤内に溢れた水を排除する資機材。
・排水ポンプ車とは異なり、自走不可、クレーン装置の装着はないが、排水ポンプ車と同様の高性能小型ポンプを装備
し、ポンプ設置から排水作業までの作業を、発動発電機と一体で使用することで１台で実施可能。

※能力は、一般的な排水ポンプ車（３０ｍ３級／min）の １／３ （１０ｍ３級／min）。

■ 留萌開発建設部では、排水ポンプパッケージを、留萌開発事務所及び幌延河川事務所に各１台を保有しています。

○排水ポンプパッケージ
全 幅：１．６ｍ
奥 行：１．２ｍ
全 高：１．５ｍ
質 量：６６０kg
排水能力：１０ｍ３／min
（ 排水ポンプ：５ｍ３／min×２台）

ポ ン プ：φ２００㎜、
質量２４kg／台

揚 程：１０ｍ

○発動発電機
全 長：１．９ｍ
全 幅：０．９ｍ
全 高：１．２ｍ
質 量：１，０２５kg
定格出力：３７／４５kVA

（５０／６０Hz）
エンジン：ディーゼルエンジン
燃料タンク：１００Ｌ

ポンプパッケージ
（ポンプ等収納側）内部

ポンプパッケージ
（制御盤側）内部 積込・運搬・作業状況

水防活動の効率化及び水防体制の強化 ～排水機場、排水ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ、資機材の配備状況
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水防活動の効率化及び水防体制の強化 ～ 留萌市 ～

〇災害発生時に地域で相互に協力できるよう、子供からお年寄りまで幅広く対象とし、災害時に実際に役立つ知恵や工夫を競
技形式にアレンジし、チームごとに競い合う運動会形式の留萌市市民防災訓練を実施。

＜競技種目＞
• 担架運びリレー
• 土嚢積み競争
• バケツリレー
• 防災クイズ
• 目隠し距離当てゲーム

○留萌市とＦＭもえるは平成17年6月に災害協定を結び、災害時の緊急速報などを流し、正確な情報を迅速に住民に伝えてい
る。また、平成28年1月25日からはインターネット配信を開始し、パソコンやスマートフォン、タブレットなどの端末でリ
アルタイムの情報取得が可能となっている。

○道北９市は「防災に関する相互応援の覚書」を締結し、年１回程度会議を開催し情報伝達手段、要配慮者への取組及び生活必
需品の備蓄状況等の情報交換を行っている。

留萌市市民防災訓練（平成26年8月30日実施)
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水防活動の効率化及び水防体制の強化 ～ 留萌市 ～

〇平成23年の東日本大震災を踏まえ、自助・共助による災害に強い地域社会づくりを目指し、自主防災組織の結成に取り組ん
でいる。

○「北海道地域防災マスター」を積極的に取得し、災害による被害を少しでも少なくするため、防災体制の強化に努めている。

北海道地域防災マスターとは？

災害による被害を少しでも少なくするため、北海道では、地域におけ
る防災活動を活発にしていこうと考えています。 そこで、消防や市町

村等で防災業務を経験してきた方などに地域の防災活動の中心に
なってもらおうと「地域防災マスター」制度をつくりました。

研修を受講し、マスターとしての心構えなどを身につけていただいた
方を「北海道地域防災マスター」として順次認定しております。

マスターとともに地域全体が「いざ！」というときのために備えましょ
う！

○平常時の活動例

◆ 地域内要配慮者の確認・対応方法
（高齢者、障害者、未就学児童等）

◆ 災害発生時の被害未然防止（危険箇
所の点検など）

◆ 災害発生に備えて地域を知るための
活動（地域防災地図の作成）

◆ 災害発生時の活動に備えての活動
（消火・避難訓練など）
（資機材の整備、点検など）

○災害時の活動例

◆ 情報収集伝達活動（警報の伝達など）
◆ 初期消火活動（消火器による消火活

動）
◆ 避難誘導活動（安否確認や災害時要配

慮者への援助など）
◆ 救出救護活動（負傷者の救護など）
◆ 避難所管理・運営活動（炊き出し、水

や食料の配分など）
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